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〈
広
告
〉

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
仮
図
書
館
・
図
書
館
児
玉
分
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　  ★秘書広報課�１１５５

「
は
に
ぽ
ん
号
」
の
停
留
所
が

変
更
に
な
り
ま
す

　
７
月
15
日
㈮
か
ら
、
左
記
の
停

留
所
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

 

★
企
画
課
☎
�
１
１
５
７

農
薬
の
使
用
は
適
切
に

　
農
薬
を
使
用
す
る
際
は
、
使
用

方
法
や
注
意
事
項
を
厳
守
し
、
他

の
作
物
へ
の
飛
散
に
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
事
前
に
周

辺
住
民
や
施
設
利
用
者
等
に
周
知

し
、
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
農
薬
の
廃
棄
は
、
専
門
業
者
に

処
理
を
委
託
す
る
な
ど
、
各
自
責

任
を
持
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

★
農
政
課
☎
�
１
１
７
７

ス
ト
ー
マ
装
具
の

　
　
備
蓄
は
し
て
い
ま
す
か

　
　
　

　
ス
ト
ー
マ
装
具
の
給
付
を
受
け

て
い
る
人
は
、
災
害
に
備
え
、
備

蓄
な
ど
の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
ス
ト
ー
マ
装
具
は
最

大
６
か
月
分
を
ま
と
め
て
申
請
で

き
ま
す
。
装
具
の
手
持
ち
が
少
な

い
・
残
り
わ
ず
か
に
な
っ
て
か
ら

申
請
し
て
い
る
人
は
、
残
数
に
余

裕
を
持
ち
、
申
請
月
数
を
増
や
す

な
ど
の
対
応
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

★
障
害
福
祉
課
☎
�
１
１
２
５

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の

発
売

　
今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
の
賞
金
は
、
１
等
・
前
後
賞
合

わ
せ
て
７
億
円
。
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
ミ
ニ
７
、
０
０
０
万
と
同
時
発

売
で
す
。
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金

は
、
市
町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

発
売
期
間　

　
７
月
６
日
㈬
～
29
日
㈮

★
（
公
財
）
埼
玉
県
市
町
村
振
興

　
協
会　

　

☎
０
４
８
―
８
２
２
―
５
０
０
４

お
知
ら
せ

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

毎週火曜日３名様限定無料相談受付中 

なかなか良くならない…

７
月
は
青
少
年
の
非
行
・
被
害

防
止
特
別
強
調
月
間
で
す

　
次
代
を
担
う
青
少
年
が
心
身
と

も
に
健
や
か
に
育
つ
こ
と
は
、
県

民
全
て
の
願
い
で
す
が
、
今
日
の

青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
違
法
・
有
害

情
報
の
ま
ん
延
を
は
じ
め
、
憂
慮

す
べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
学
校
が
夏
休
み
に
な
る

７
月
か
ら
８
月
は
、
子
ど
も
た
ち

が
非
行
に
陥
り
や
す
い
時
期
で
す
。

　
そ
こ
で
県
で
は
、
毎
年
７
月
を

「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
特
別

強
調
月
間
」
と
定
め
、
市
町
村
を

は
じ
め
、
関
係
団
体
・
家
庭
・
学

校
・
地
域
住
民
が
連
携
し
、
青
少

年
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
の
運

動
を
展
開
し
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
県
民
一
人
ひ
と

り
が
青
少
年
の
非
行
根
絶
を
願
う

気
持
ち
を
身
近
な
行
動
に
移
し
、

社
会
全
体
の
取
り
組
み
に
つ
な
げ

て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

【
県
民
と
し
て
の
取
り
組
み
】

家
庭
の
役
割　
家
族
の
一
員
と
し　

　
て
の
自
覚
の
育
成

学
校
の
役
割　
子
ど
も
た
ち
と
地　

　
域
の
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場　

　
と
し
て
の
学
校
の
創
造

地
域
の
役
割　
子
育
て
の
経
験
や　

　
知
恵
を
生
か
し
た
声
か
け

社
会
全
体
の
役
割　
子
ど
も
を
健　

　
全
に
育
て
る
環
境
づ
く
り

 

★
埼
玉
県
北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

　
本
庄
事
務
所
☎
�
１
１
１
０

７
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
調
月
間
で
す

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の

防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の

更
正
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合

わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
す
。

○
行
動
目
標

①
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・
安　

　
心
な
地
域
社
会
を
築
く
た
め
の

　
取
り
組
み
を
進
め
よ
う

②
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の

　
立
ち
直
り
を
支
え
よ
う

○
重
点
事
項

　
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
を
社
会

か
ら
排
除
・
孤
立
さ
せ
る
の
で
は

な
く
、
再
び
受
け
入
れ
る
こ
と
が

自
然
に
で
き
る
社
会
に
す
る
た
め
、

・
出
所
者
の
事
情
を
理
解
し
た
う　

　
え
で
雇
用
す
る
企
業
を
増
や
す

・
帰
る
べ
き
場
所
が
な
い
ま
ま
、　

　
社
会
復
帰
す
る
人
を
減
ら
す

・
薬
物
依
存
か
ら
の
回
復
と
社
会

　
復
帰
を
長
期
的
に
支
え
る
地
域

　
環
境
を
作
る

▼
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す

　
「
青
少
年
非
行
防
止
運
動
」
と
合

わ
せ
て
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
次

の
日
程
で
行
い
ま
す
。

日
程　
７
月
９
日
㈯

会
場　
市
役
所
・
本
庄
駅
・
ベ
ル　

　
ク
本
庄
店
・
ア
ピ
タ
本
庄
店
等

日
程　
７
月
17
日
㈰

会
場　
こ
だ
ま
夏
ま
つ
り
会
場

▼
青
少
年
の
非
行
防
止
と
更
生
保

護
に
あ
な
た
の
愛
の
手
と
あ
た
た

か
い
心
を
！

　
更
生
保
護
女
性
会
で
は
、
青
少

年
の
非
行
防
止
と
更
正
保
護
活
動

推
進
の
た
め
、
７
月
中
、
愛
の
募

金
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
本
庄
市
更
正
保
護
女
性
会

・
本
庄
市
児
玉
町
更
正
保
護
女
性

　
会

・
埼
玉
県
更
正
保
護
女
性
連
盟

★
地
域
福
祉
課
☎
�
１
１
４
２

　
市
民
福
祉
課
☎
�
１
３
３
３

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
を

実
施

期
間　
７
月
15
日
㈮
～
24
日
㈰

本
庄
市
重
点
目
標

○
子
ど
も
の
自
転
車
利
用
時
に
お　

　
け
る
交
差
点
内
事
故
防
止

埼
玉
県
重
点
目
標

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

　
防
止

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

○
飲
酒
運
転
の
根
絶
及
び
路
上
寝

　
込
み
等
に
よ
る
交
通
事
故
防
止

　
７
月
20
日
㈬
は
交
通
事
故
死
ゼ

ロ
を
目
指
す
日
、
７
月
22
日
㈮
は

飲
酒
運
転
根
絶
の
日
で
す
。
交
通

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
、
楽
し

い
夏
休
み
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

★
危
機
管
理
課
☎
�
１
１
８
４

　
総
務
課
☎
�
１
３
３
２

本
庄
特
別
支
援
学
校
高
等
部

体
験
入
学
を
実
施

　
知
的
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
が

学
ぶ
特
別
支
援
学
校
で
の
体
験
入

学
を
通
し
て
、お
子
さ
ん
の
就
学・

転
学
等
に
つ
い
て
考
え
た
り
、
特

別
支
援
学
校
の
教
育
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
た
り
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
８
月
４
日
㈭　
午
前
９
時
～

　
正
午

場
所　
本
庄
特
別
支
援
学
校
（
栗　

　
崎
８
２
８
）

対
象　
特
別
支
援
学
校
中
学
部
又　

　
は
中
学
校
３
年
生
、
特
別
支
援　

　
学
校
中
学
部
又
は
中
学
校
を
卒

　
業
し
た
人
で
、
入
学
を
希
望
・　

　
検
討
し
て
い
る
生
徒
と
保
護
者

内
容　
授
業
体
験
等

★
埼
玉
県
立
本
庄
特
別
支
援
学
校・　

　
永
田
・
渡
辺
☎
�
３
７
４
７

変更前 変更後 変更の内容

仁手集落センター
<本庄北地域>

仁手下宿（掲示板前）
< 本庄北地域 >

道路に沿って東側
に約150m移動

吉沢病院
<本庄地域共通>

吉沢病院
< 本庄北地域 >

病院の移転※に
伴い場所を変更

※５月より、寿２- １- ５から本庄市 1216- １に移転しました。

はにぽんを日本一にするため
市民の皆さまのご支援を！

　7月22日から､「ゆるキャラ®グランプリ2016」の
投票が始まります。昨年全国7位だった本庄市のマス
コット「はにぽん｣。この「はにぽん」を今年こそ日
本一にすべく、本庄商工会議所の狩野新会頭が、先般
逝去された真下前会頭の思いを引き継ぎ､「ゆるキャ
ラ®日本一実行委員会」を率いていただけることにな
りました。企業、団体向けの「はにぽん応援団｣、個
人ではにぽんを応援できる「はにぽん応援サポー
ター」の登録も始まりました。
　｢はにぽん」は市内小島から出土した1400年前の｢笑
う埴輪」がモデルです。埴輪とは古墳のガードマンで
すから、大抵はしかめ面か無表情で、笑っていること
自体が珍しいと言えます。この｢笑って備える」埴輪、
まさに今の日本に必要な事を私たちに教えているので
はないかと思うのです。
　全国的に災害が相次ぎ、一人ひとりの市民、自治体、
日本という国の、日頃の「備え」が求められている昨
今です。しかし、しかめ面でなく「笑顔で備える」こ

とこそ、ともすれば暗くなりがちな世相を明るくす
ることにつながるのではないでしょうか。
　であれば、そんな埴輪がモデルの「はにぽん」を日
本一にすることは、本庄市の知名度アップだけでなく
日本を明るくするためにもなる、私はそう確信して「は
にぽん」を是が非でも押し上げたいと思っているのです。
　昨年全国７位という好成績が功を奏して「はにぽ
ん」は全国のさまざまなイベントへ招待され、先
日は山形県へ、そして東京スカイツリーにも出向き、
多くのゆるキャラ®ファンの皆さまにご挨拶し、グ
ランプリに備えた事前運動を重ねています。「はに
ぽん」の素直で飾らないキャラクターは万人受けで
あると思います。
　今年は10月24日までが投票期間です。ご自身の携帯
電話やパソコン、スマートフォンのメールアドレス一
つにつき一票、毎日投票できます。アドレスの登録が
始まりましたら、ぜひ市民の皆さまには早めに登録を
していただき、来る７月22日から毎日投票していただ
きますよう「はにぽん」になり代わりましてよろしく
お願いいたします。
                                  本庄市長


